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商工連ながの

　松本平を一望する標高1,200ｍの場所に1,300年程前に創られた
檀家を持たない真言密教の祈願寺です。坂

さかのうえのたむらまろ

上田村麻呂が戦勝祈願
の成就による霊験に感謝し京都清水寺の創建に繋がったというい

い伝えもありますが、真偽の程は定かではありません。近年では
京都清水寺の前の貫主が山形村を訪れた際に当時の和尚の娘さん
を嫁に迎えたという縁もあり、毎年５月に開催される八十八夜例
祭にはしばしば京都清水寺の貫主が山形村を訪れ、お経を上げて
くれています。　　　　　　　　　　　　　　　　（山形村商工会）

山形村指定文化財　慈
じ げ ん ざ ん

眼山 清
き よ み ず で ら

水寺
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商
工
連
は
、

10
月
20
日（
水
）

東
御
市
「
湯
の

丸
高
原
ホ
テ

ル
」
で
商
工
会

長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
冒
頭
、
間
瀬
会
長
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
懇
親
会
は
中
止
と
し
た
が
、
直
接
お
会

い
し
て
ご
意
見
を
う
か
が
う
機
会
を
作
れ
て

良
か
っ
た
。
現
在
商
工
連
は
、
次
期
中
期
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
、
給
与
の
一
元
化
等

諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
私
が
5
月
に

会
長
に
就
任
し
た
際
の
公
約
に
つ
い
て
も
今

後
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
商
工
会
運
営
や
経
営
改
善
普
及
事

業
へ
の
功
労
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
関

東
経
済
産
業
局
長
表
彰
、
長
野
県
商
工
会
連

合
会
長
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
活
躍
し
た
水

泳
・
陸
上
の
選
手
が

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
と
し
て
利
用
し

て
い
る
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
ア

ス
リ
ー
ツ
パ
ー
ク

湯
の
丸
」
の
プ
ー

ル
・
ト
ラ
ッ
ク
・
食

堂
等
を
視
察
し
ま

し
た
。
今
回
の
五
輪
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
た

施
設
で
あ
り
、
商
工
会
長
か
ら
は
運
営
方
法

等
に
つ
い
て
多
数
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
総
合
研
究
所
の
柿
崎
平
主
席

研
究
員
か
ら
、「
商
工
会
プ
ラ
ン
２
０
１
９

の
推
進
及
び
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

企
業
の
対
応
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
商
工

会
を
取
り
巻
く
状
況
や
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
て
、
商
工
会
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

等
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

東
御
市
の
花
岡
市
長
よ
り
挨
拶
と
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ

ア
ス
リ
ー
ツ
パ
ー
ク
湯
の
丸
」
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
村
専
務
か
ら
商
工
連
が
取
り

組
ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
商

工
会
長
か
ら
は
人
事
異
動
の
考
え
方
、
職
員

の
資
質
向
上
等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

挨拶をする間瀬会長

　
　  

　
　
商
工
会
長
会
議

長野県最低賃金改正のお知らせ
　長野県内の事業場で働く全ての労働者に適用される「長野県
最低賃金」が令和３年10月１日（金）から時間額877円に改正され
ました。
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。
　また、賃金の引上げに向けた中小企業への助成金等支援制度
がありますので、ご活用ください。

　―最低賃金に関するお問い合わせは―
　　　　最寄りの労働基準監督署　又は　長野労働局 労働基準部 賃金室（電話026-223-0555）まで。

県内の産業振興を図る －県議会産業観光企業委員会との懇談会－
　県内の産業振興を図るため、10月５日（火）に県議会産業観光企業委員会（県議会常任委員会のひとつ）と商
工連正副会長の懇談会を長野市で開催しました。
　商工連からは（１）商工会の概況（２）商工会マ
スタープラン（３）新型コロナウイルスの状況と
支援について説明をしました。
　懇談会では、ウィズコロナ・アフターコロナ
を見据えた事業への対応、事業者からの要望・
相談内容について、商工会のあり方等の意見交
換が行われました。 商工連 間瀬会長（左）と県議会産業観光企業委員会 丸茂副委員長（右）

877円
時間額

県連会長表彰
中央、菊池会長（北相木村）・右、西宮会長（長野市）

金メダル獲得の大橋悠依選手はじめ、
メダリストが練習したプール

商
工
活
動
の
活
性
化
を
図
る
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、
で
き
続
手
お
な
単
簡

！
す
ま
け
だ
た
い
用
利
ご

！
料
無
録
登
員
会

各種証明書を
オンラインで
すぐに入手

所在地の
都道府県で開催される
セミナー情報の
確認や参加申込

日本公庫からの
各種おすすめ情報を
メールで確認

お取引状況を
オンラインで
すぐに確認

事業資金相談ダイヤル

※音声ガイダンスが流れた後に「１」を選択してください。※受付時間：平日9時～19時

（行こうよ！　   公 庫 ）

0120-154-505
日本公庫ダイレクト

「
日
本
公
庫
ダ
イ
レ
ク
ト
」は

　
　お
客
さ
ま
と
日
本
公
庫
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　お
客
さ
ま（
会
員
）専
用
の

　
　
　
　
　
　オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
で
す
。

検索

長野県事業承継・引継ぎ支援センター

事業を後継者に
継がせることに

なったが、どうやって
進めたらよいだろうか？

親族へ承継を進めたいが
株式はどう譲ればよいか？

事業承継にあたって、 
金融機関借入の経営者保証を

どうしたらよいか？ 事業承継をどうやって
進めたらいいだろうか 

会社を存続したいが、
後継者がいない 

後継者がいない
企業を

譲り受けたい 

事業承継考えてみませんか 

事業承継Ｍ＆Ａ
というものは、

自社にも
できるだろうか？

経済産業省
関東経済産業局

委 託 事 業

電話 ０２６－２１９－３８２５ 詳しくはWebサイトへ  
長野県事業承継・引継ぎ支援センター  で検索 

まずは電話で聞いてみよう

事業承継？
相談してみるか 

後継者がおらず、
事業を第三者に
譲渡することで
合意したが、

手続きはどうすれば
よいか？

 ●後継者に
　事業を譲りたい

 

 

相談無料 秘密厳守

 

長野県長野市若里1-1-18 長野県工業技術総合センター3階 

国が設置した
公的相談窓口

●後継者を
　見つけたい ●親族や従業員に

　事業を譲りたい 

事業承継のご相談は
長野県事業承継・
　引継ぎ支援センターへ

今、事業の後継者がいないため
事業の継続が難しい、

 そんな相談が増えています 

事業の後継者や引き継いでくれる先を探したい



補助金の申請には、経営計画の策定等準備が必要ですので、受付締切日に余裕を持って商工会までご相談ください。

コロナ対応支援策
補助金のご案内

各補助金の県による上乗せ補助につきましては、長
野県HPの「長野県プラス補助金」をご参照ください。
https://www.pref.nagano.lg.jp/
keieishien/corona/kouzou-tenkan.html

ウィズコロナ・ポストコロナ時代の経済社会の変化に対応するための中小企業等の思い切った事業再構築を支援
します。

【通常枠】　補助額　〔100万円～6,000万円〕、補助率〔２/３〕
【卒業枠】　補助額　〔6,000万円超～1億円〕、補助率〔２/３〕

2020年10月以降の連続する６か月間のうち、任意の３か月の合計売上高が、コロナ以前（2019 
年又は2020年１月～３月）の同３か月の合計売上高と比較して10％以上減少していること（売上
高減少要件）、事業計画を商工会等の認定経営革新等支援機関と策定すること（認定支援機関要件）
などの要件がございます。

 事業再構築補助金

※県による上乗せ補助　2/3　→　8/10
　通常枠　上限500万円
　卒業枠　定額1,000万円

 小規模事業者持続化補助金【一般型】
補助上限 〔50万円〕、補助率 〔２/３〕
商工会の管轄地域内で事業を営み、持続的な経営に向けた経営計画を策定している小規模事業者の販路開拓等の
取組（新たな市場への参入に向けた売り方の工夫や新たな顧客層の獲得に向けた商品の改良・開発等）を支援します。

詳細につきましては、中小機構HPをご参照ください。

詳細につきましては、補助金HP及びチラシ（QRコード）
をご参照ください。

詳細・公募スケジュール等につきましては、
事業再構築補助金HPをご参照ください。

　　・宿泊、飲食事業などを行う旅館にて、補助金を活用し、外国語版Webサイトや営業ツールを作成。
　　　→　結果、問合せ件数が倍増。海外客の団体旅行予約も２割程度増加。
　　・飲食業がそば粉の製粉に使用する機械を一新。
　　　→　結果、そば粉の前処理の安定化。時間短縮化により、繁忙期の売切れ等を回避。

第７回受付締切日　令和４年２月４日（金）
中小機構HP
https://seisansei.smrj.go.jp/

補助上限 〔100万円〕、補助率 〔３/４〕
ポストコロナを踏まえたビジネスやサービス、生産プロセスの導入等に取り組み、感染拡大防止と事業継続を両
立させるための対人接触機会の減少に資する前向きな投資を行う事業を支援します。

  

 小規模事業者持続化補助金　

補助対象
の要件

※県による上乗せ補助　3/4　→　9/10※

※

低感染リスク型ビジネス枠HP
https://www.jizokuka-post-corona.jp/

事業再構築補助金HP
https://jigyou-saikouchiku.jp/

　　・飲食業が、大部屋を個室にするための間仕切りの設置を行い、予約制とするためのシステムを導入。
　　・旅館業が宿泊者のみに提供していた料理をテイクアウト可能にするための商品開発を実施。
　　　※感染リスクの低下に結び付かない取組や通常の販路開拓等を目的とした取組は通常枠のみで対象となります。

　　「レストラン」から『飲食料品小売業』に業態転換
　　　→　地元生産者とのつながりと商品開発力を活かして 「テイクアウト・宅配形式」 による小売業態へ転換。
　　　→　�来店型のレストランを地産地消のセレクトショップに改装。地元産食材のブランド商品を開発・

販売する拠点に。

第５回受付締切日　令和４年１月12日（水）　  第６回受付締切日　令和４年３月 ９日（水）
チラシ▶

活
用
例

活
用
例

活
用
例

【低感染リスク型ビジネス枠】
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商
工
連
は
9
月
13
日
、
長
野
市
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
長
野
に
お
い
て
日
本
政
策
金
融
公
庫
・
田
中
一
穂
総

裁
と
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

商
工
連
間
瀬
会
長
は
、
開
会
に
あ
た
り
「
昨
年
の
商
工

会
法
施
行
60
周
年
記
念
式
典
の
記
念
講
演
を
田
中
総
裁

に
お
願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
禍
で
実
現
で
き
な

か
っ
た
が
、
本
日
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
中
総
裁
は
、「
自
ら
全
国
に
出
向
き
意
見
を
聞
い
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
た
。
今
回
は
長
野
に
来
て
商
工
会
の
皆
様
と
懇
談
す
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
続
け
て
日
本
公
庫
の
コ
ロ
ナ
関
連
の
貸
付
・
返
済
・
据
え
置
き
・
条
件
変
更
等

の
実
績
を
上
げ
、
国
内
の
景
況
感
の
分
析
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
承
継
に
つ
い
て

日
本
公
庫
の
※「
継
ぐ
ス
タ
」
制
度
を
紹
介
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
承
継
（
特
に
Ｍ
＆
Ａ
）
の

ニ
ー
ズ
は
格
段
に
増
加
し
て
い
る
、
長
野
県

の
商
工
会
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

商
工
会
・
商
工
連
は
引
き
続
き
日
本
公
庫

と
連
携
し
て
金
融
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
支

援
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

※�

「
継
ぐ
ス
タ
」

と
は
「
事
業

を
受
け
継
い

で
ス
タ
ー
ト

す
る
創
業
形

態
」
の
略
称

で
日
本
公
庫

が
進
め
て
い

ま
す

商工連は正副会長・県青連会長・県女性連会長・職員協議会長等が出席した
（左から３番目が日本公庫田中総裁  同４番目が商工連間瀬会長）

事
業
承
継
で
も
日
本
公
庫
と
商
工
会
の
連
携
を

あいさつする、日本公庫田中総裁

田中総裁と間瀬会長

　

県
青
連
は
７
月
８
日
（
木
）
長
野
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
を
考
慮
し
、
参
加
人
数
を
制
限
し
て
、
令
和
３
年
度
商

工
会
青
年
部
全
県
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
下
４
地
区
の

代
表
、
佐
久
市
望
月
商
工
会
青

年
部
の
佐
藤
哲
郎
氏
、
豊
丘
村
商
工
会
青
年
部
の
黒
田
美
佳
氏
、

松
川
村
商
工
会
青
年
部
の
吉
田
裕
信
氏
、
坂
城
町
商
工
会
青
年

部
の
藤
井
豊
久
氏
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
事

業
承
継
に
つ
い
て
の
想
い
、
青
年
部
活
動
に
係
る
中
で
の
気
持

ち
の
変
化
な
ど
を
発
表
し
た
坂
城
町
商
工
会
青
年
部
の
藤
井
豊

久
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
藤
井
豊
久
氏
は
、
９
月
15
日
開
催
の

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
静
岡
大
会
へ
長
野
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
全
県
研
修
会
で
は
、「
青
年
部
の
方
々

に
お
伝
え
し
た
い
補
助
金
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」と
題
し
て
、㈱
ア
テ
ー

ナ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
立
石
裕
明
氏
か
ら
、
商
工

会
青
年
部
の
働
き
か
け
が
、
現
在
の
持
続
化
補
助
金
等
の
補
助

金
の
存
在
に
繋
が
っ
て
い
る
事
等
が
丁
寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
の
被
災
経
験
か

ら
得
た
経
営
に
対
す
る
気
付
き
等
に

つ
い
て
も
説
明
し
、
補
助
金
申
請
へ

の
挑
戦
等
を
青
年
部
員
に
強
く
語
り

か
け
た
講
演
で
し
た
。
受
講
者
は
大

変
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
藤
井
豊
久
氏
（
坂
城
町
）
!!

～ 

主 

張 

発 

表 

大 

会 

～

令
和
３
年
度 

商
工
会
青
年
部
全
県
研
修
会

青年部

挨拶をする県青連松澤会長

最優秀賞を受賞した藤井豊久氏

立石裕明氏の講演
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近
年
、
ど
の
町
で
も
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
の
減
少
に
よ
り
、
地
域
の
大
事
な
施
設
で
あ

る
小
学
校
が
廃
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飯
綱
町

も
例
に
漏
れ
ず
、
人
口
減
少
に
よ
り
平
成
30
年

3
月
に
町
に
4
校
あ
っ
た
小
学
校
が
2
校
に
統

合
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
閉
校
さ
れ
た
旧
牟

礼
西
小
学
校
、
旧
三
水
第
二
小
学
校
を
新
た
な

賑
わ
い
の
拠
点
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
を

メ
イ
ン
の
目
的
に
、
令
和
元
年
5
月
に
設
立
さ

れ
た
会
社
が
、
株
式
会
社
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ

な
で
す
。

　

カ
ン
マ
ッ
セ
と
い
う
言
葉
は
、
北
信
地
方
の

方
言
『
か
ん
ま
す
＝
か
き
ま
ぜ
る
』
と
い
う
意

味
を
持
ち
、
地
元
の
方
と
移
住
者
、
古
き
と
新

し
き
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
、
新
し
い
文
化
を
作
っ

て
い
く
と
い
う
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
社
名

の
通
り
、
働
い
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
は
社
長
を
は

じ
め
と
し
た
地
元
の
方
と
、
私
の
よ
う
に
町
に

移
住
を
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
と
が
入
り
交
じ
り
、

設
立
し
て
約
2
年
半
で
30
名
の
組
織
に
な
り
ま

し
た
。

　

メ
イ
ン
と
な
る
旧
小
学
校
の
活
用
事
業
で
は
、

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
（
旧
三
水
第
二

小
学
校
）、い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
旧

牟
礼
西
小
学
校
）
の
2
校
を
今
年
度
よ
り
指
定

管
理
を
受
け
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
5
月

に
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
や
飲
食
店
が
オ
ー
プ
ン

し
、
そ
の
後
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
テ
ナ

ン
ト
オ
フ
ィ
ス
、
宿
泊
施
設
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ジ
ム
な
ど
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
多
世
代
の
人
が

訪
れ
る
複
合
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

7
月
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
綿
半
祭
り
」
で

は
２
０
０
０
名
を
超
え
る
お
客
様
に
来
て
い
た

だ
き
、
施
設
の
可
能
性
の
大
き
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務
運
営
、
町

の
公
式
通
販
サ
イ
ト
の
運
営
、
町
に
雇
用
を
生

み
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
運
営
、

子
ど
も
の
教
育
事
業
な
ど
、
飯
綱
町
の
様
々
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

弊
社
の
大
き
な
特
長
は
、
町
か
ら
出
資
を
受

け
て
い
な
い
完
全
な
民
間
企
業
で
あ
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
意
思
決
定
や
方
針
変
更
が

短
期
間
に
で
き
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
先
が
読
め
な
い
時
代
の
中
、
新
し

い
取
り
組
み
や
、
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
の
方

針
変
更
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
う
こ
と
が
、

何
よ
り
大
事
で
す
。
小
規
模
で

意
思
決
定
が
し
や
す
い
民
間
企

業
の
特
長
を
最
大
限
生
か
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
の
連

携
を
大
事
に
し
て
、
リ
ス
ク
管

理
な
ど
の
守
り
の
仕
事
を
行
政

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、

お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
あ
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
事
業
を
開
始
し
て
2
年

間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
上
で
欠
か
せ
な
い

点
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
「
ま
ち
づ
く

り
は
、
町
に
住
ん
で
い
る
人
が

主
体
と
な
っ
て
や
る
の
が
大
事
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
町
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
だ
か

ら
こ
そ
、
短
期
的
な
成
果
や
形
に
捉
わ
れ
る
こ

と
が
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
本
当
に
大
事
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
行

う
ま
ち
づ
く
り
よ
り
、
自
分
た
ち
で
行
う
ま
ち

づ
く
り
が
、
一
番
町
を
良
く
す
る
」
と
信
じ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
専
門
家
や
外
部
の
方
の

意
見
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
が
、
あ
く
ま

で
も
主
体
は
町
民
が
行
う
。
そ
ん
な
町
の
こ
と

を
考
え
、
行
動
し
て
い
る
大
人
を
見
て
育
っ
た

子
ど
も
は
、
き
っ
と
ま
た
町
に
帰
っ
て
き
た
く

な
る
は
ず
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
弊
社
だ
け
で
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
活
動
を
通
し
て
、

町
民
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
描
く
町
の
未
来
に
向

か
っ
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

株式会社カンマッセいいづな
事業企画部 吉川 剛史　飯綱町商工会

長野県上水内郡飯綱町大字赤塩2489　TEL.026-219-1210

中小企業の新たな事業活動

町民が主体となった
まちづくりが地域を変える

㈱カンマッセいいづなのスタッフ

綿半祭りは多くの方にご参加いただきました

いいづなコネクトEAST
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上
松
町
は
、
県
西
部
に
位
置
し
、
東
に
木

曽
駒
ケ
岳
、
西
に
木
曽
御
嶽
山
を
見
る
山
岳

森
林
の
町
で
す
。

　

上
松
町
に
は
木
曽
八
景
の
内
、
桟
か
け
は
しの

朝あ
さ
ぎ
り霧
・
寝
覚
の
夜
雨
・
小
野
の
瀑ば
く
ふ布
・
風
越

山
の
青
嵐
・
木
曽
駒
ケ
岳
の
夕
照
の
五
つ
を

有
す
る
風
光
明
媚
な
地
で
あ
り
ま
す
。

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
三
年
）
に
町
制
を

施
行
し
て
来
年
で
百
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

間
一
万
人
を
数
え
た
人
口
は
令
和
三
年
八
月

に
は
四
二
〇
〇
人
と
減
少
し
、
少
子
高
齢
化

が
す
す
む
中
で
、
商
工
業
者
の
減
少
と
地
域

の
魅
力
の
発
信
・
発
掘
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
木
曽
ヒ
ノ
キ
」
の
町
か
ら
、

赤
沢
自
然
休
養
林
の
森
林
セ
ラ

ピ
ー
や
寝
覚
の
床
な
ど
観
光
資

源
を
活
用
し
た
町
興
し
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け

て
観
光
業
は
苦
し

い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
に
お
い

て
令
和
三
年
三
月
議

会
に
い
て
、「
上
松
町

小
規
模
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
」
を
制

定
し
て
い
た
だ
き
、
行

政
と
商
工
会
が
ま
す
ま

す
連
携
を
強
め
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め

に
尽
く
し
て
い
く
礎
が
で
き
た
こ
と
は
誠
に

力
強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
と
し
て
、「
上
松

町
地
域
さ
さ
え
あ
い
商
品
券
」「
上
松
町
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」「
上
松
町
Ａ
Ｇ
Ｅ

メ
シ
商
品
券
（
飲
食
・
宿
泊
業
支
援
）」
の

三
種
類
の
合
計
一
億
円
を
超
え
る
商
品
券
を

発
行
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
経
済
の
振
興
に

支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
で
は
「
ｅ
―
カ
エ
ル
カ
ー

ド
」
の
名
称
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
電
子
マ

ネ
ー
機
能
を
付
加
し
た
カ
ー
ド
を
八
月
一
日

か
ら
稼
働
を
は
じ
め
ま
し
た
。
現
在
２
千
名

の
方
に
登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
順
調
な
滑

り
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
更
に
利
用
者
の
利

便
性
を
高
め
る
た
め
、
電
子
マ
ネ
ー
の
有
効

期
限
を
延
長
す
る
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
合
っ
た
カ
ー
ド
へ
と
進
化

し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
な
い
の
で
、

小
さ
な
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
祭
」
を
開
催
し
、

町
内
飲
食
店
の
下
支
え
を
し
て
い
ま
す
。
恒

例
の
夏
の
花
火
大
会
も
二
年
連
続
し
て
中
止

と
な
り
寂
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
が
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
会
員
の
創
意
と
工

夫
で
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.124

中信

「
行
政
と
連
携
し
た

　
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

寝覚の床

左：山田会長、右：大屋上松町長
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食
品
衛
生
法
改
正
に
伴
い
、
本
年
6
月
よ
り
原
則
、

全
て
の
食
品
関
連
事
業
者
の
皆
様
に
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
」
の
取
り
組
み
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に
お
い
て

は
、
①
Ｃ
ｏ
ｄ
ｅ
ｘ
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
７
原
則
を
要

件
と
す
る「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く
衛
生
管
理
」、
ま

た
は
、
②
小
規
模
事
業
者
及
び
一
定
の
業
種
向
け
の

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
」

の
運
用
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
自
社
が
ど
ち
ら
に
該
当

す
る
か
は
、
厚
生
労
働
省
の
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
多
く
の
中
小
事
業
者
は
、
②

の
方
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
の
事
業

者
も
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
手
法
を
盛
り
込
ん
だ
「
衛
生
管

理
計
画
」
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
に
則
し
て
日
々
の

業
務
を
行
い
、
そ
の
業
務
の「
記
録
」の
作
成
と
保
存

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
衛
生
管
理
計
画
は
仕
事
の
基

準
で
あ
り
、
記
録
は
行
っ
た
仕
事
の
証
拠
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
仕
事
の「
見
え
る
化
」と
言
え
ま
す
。

　

行
政
で
は
、
そ
の
実
施
状
況
を
保
健
所
の
定
期
立

入
検
査
や
営
業
許
可
更
新
時
等
に
確
認
し
監
視
し
ま

す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
、「
危
害
要
因
分
析
及
び
重
要
管

理
点
」
の
略
で
、
食
品
の
安
全
性
を
担
保
す
る
手
法

と
し
て
、
現
在
、
食
品
安
全
の
国
際
標
準
に
な
っ
て

い
ま
す
。
食
品
安
全
に
リ
ス
ク
の
あ
る
作
業
や
工
程

を
見
つ
け
て
管
理
す
る
方
法
で
あ
り
、
7
原
則
12
手

順
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
７
原
則
12
手
順
は
、
危
害

要
因
分
析
や
重
要
管
理
点
の
設
定
な
ど
専
門
知
識
が

必
要
な
難
し
い
作
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
②

の
事
業
者
へ
の
対
策
と
し
て
、
各
食
品
事
業
者
の
団

体
に
お
い
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
た
め
の
手
引
書

を
策
定
し
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
手

引
書
で
は
、
そ
の
難
し
い
作
業
を
予
め
実
施
し
て
あ

り
、
食
品
安
全
上
の
注
意
点
を
明
示
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
衛
生
管
理
計
画
や
記
録

様
式
の
モ
デ
ル
例
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
引

書
も
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
手
引
書
は
約
１
０
０
種
類
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
事
業
者
の
皆
様
は
自
社
に
一
番
近

い
業
種
又
は
食
品
を
選
び
、
衛
生
管
理
計
画
や
記
録

様
式
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
手
引
書
の

内
容
と
大
き
く
異
な
る
点（
原
材
料
の
種
類･

仕
入
先

や
調
理
方
法
な
ど
の
違
い
）
が
あ
っ
た
ら
、
自
社
に

合
う
よ
う
に
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
場
に

お
い
て
、
衛
生
管
理
計
画
の
遵
守
が
難
し
い
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
作
業
手
順
書
が
あ
る
と
実
効
性
が
確

保
で
き
ま
す
。

　

※�

：
厚
生
労
働
省
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
　
　

�https://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/kenkou_
iryou/shokuhin/haccp/index.htm

l

経 HACCP制度化
～食品関連事業者の対応～

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

中小企業診断士
HACCPリードインストラクター
美斉津  晃  氏

衛生管理計画の作成 記録の作成・保存〈運用〉

仕事の基準を見せる その証拠を見せる
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コロナ禍による法的諸問題

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士法人宮澤法律事務所
弁護士
宮澤  建治  氏

１　
は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
す
る
中
で
開
催
さ
れ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
日
本
選
手
の

大
活
躍
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
の
打
撃
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
国
民

に
活
力
と
勇
気
を
与
え
る
効
果
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、

9
月
下
旬
を
迎
え
て
も
な
お
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
終
息
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
国
民
生
活
に
多
大
な
不
自
由
を
及
ぼ
し
て

い
る
ほ
か
、
事
業
者
の
事
業
活
動
に
も
重
大
な
制
約
や
影
響

を
及
ぼ
し
、
取
引
関
係
及
び
事
業
者
の
従
業
員
に
対
す
る
労

務
管
理
に
も
様
々
な
間
題
を
生
起
さ
せ
て
い
ま
す
。

２　
取
引
先
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

⑴
　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
免
責
ア
リ

　

��　

中
小
企
業
の
経
営
者
の
取
引
先
と
の
コ
ロ
ナ
関
係
の
ト

ラ
ブ
ル
は
、
主
と
し
て
取
引
契
約
上
負
担
す
る
債
務
が
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
履
行
不
能
と
な
っ
た
り
履
行
遅
滞
と
な
っ

た
場
合
に
、
債
務
者
が
債
務
不
履
行
責
任
を
問
わ
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
民
法
上
の
間
題
で
す
が
、
こ
の
間
題
に
つ

い
て
は
、
商
工
連
な
が
の
２
０
２
０
．５
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．３
８
０

で
中
村
隆
次
弁
護
士
が
解
説
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
は
、

こ
の
解
説
に
若
干
補
足
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
部
品
の
生
産
が
停
止
と
な
っ
て
し

ま
い
、
注
文
を
受
け
た
製
品
の
組
立
て
が
出
来
ず
、
納
期

に
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
取

引
の
相
手
方
に
損
害
を
発
生
さ
せ
た
と
き
は
、
相
手
方
の

こ
う
む
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い

う
債
務
不
履
行
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
場
面
で
は
、
賠

償
を
求
め
ら
れ
た
側
に「
責
に
帰
す
べ
き
事
由（
落
ち
度
）」

が
必
要
だ
と
い
う
の
が
民
法
の
大
原
則 

で
す
。
し
か
し
、

立
証
責
任
の
関
係
で
は
、
賠
償
を
求
め
ら
れ
た
側
が
、
そ

の
債
務
不
履
行
が
賠
償
を
求
め
ら
れ
た
側
の
責
に
帰
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
証
拠
が
あ
れ
ば
免
責
さ
れ
る
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
（
民
法
第
４
１
５
条
第
1
項

た
だ
し
書
き
）。
こ
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
事

由
の
典
型
例
が
コ
ロ
ナ
な
ど
の
不
可
抗
力
で
あ
り
、
不
可

抗
力
に
当
ら
な
い
場
合
は
賠
償
を
求
め
ら
れ
た
側
に
帰
責

事
由
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
自
ら
の
落
ち
度
と
し
て
賠
償

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

⑵
　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
免
責
ナ
シ

　

�　

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
を
不
可
抗
力
に

当
る
と
し
て
債
務
不
履
行
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
注
文
製
品
の
製
造
業
務
や
宿
泊
、
旅
行
、
飲
食
の
提

供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
等
に
つ
い
て
の
債
務
で
あ
り
、

金
銭
消
費
貸
借
契
約
等
に
基
づ
く
金
銭
債
務
に
つ
い
て
は

不
可
抗
力
は
こ
れ
を
主
張
・
立
証
し
て
も
民
法
上
免
責
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
（
民
法
第
４
１
９
条
第
3

項
遅
延
損
害
金
に
つ
い
て
の
規
定
で
す
が
、
元
本
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
）
で
す
。

　

�　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
金
銭
債
務
の
履
行
遅
滞
や
履
行
不
能
は
、

弁
済
の
猶
予
、
分
割
弁
済
等
支
払
方
法
の
問
題
と
し
て
債

権
者
で
あ
る
相
手
方
と
接
渉
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
不
可

抗
力
に
よ
る
免
責
は
当
然
に
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
心

得
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３　
労
働
契
約
関
係
に
つ
い
て

　

取
引
先
と
の
契
約
に
基
づ
く
債
務
不
履
行
責
任
の
問
題
の

外
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
雇
用
主
と
従
業
員
と
の
間
の
労
働
契
約

関
係
に
も
様
々
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
雇
用
主
と
し
て
は

慎
重
且
つ
適
切
な
対
応
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
以
下

に
要
点
を
記
述
し
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
労
務
士
又
は
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に
ご
相
談
下
さ
い
。

⑴
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
整
理
解
雇

　

�　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
売
上
が
激
減
し
、
今
後
の
売
上
回
復

が
見
込
め
な
い
状
況
に
か
ん
が
み
、
人
員
整
理
を
検
討
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
至
っ
た
場
合
、
従
業
員
に
対
し
労

働
契
約
期
間
中
に
整
理
解
雇
を
す
る
こ
と
は
可
能
か

　
　

①
人
員
整
理
の
必
要
性  

　
　

②
雇
用
側
の
解
雇
回
避
努
力
の
履
行　

　
　

③
整
理
対
象
の
人
選
基
準
の
合
理
性　

　
　

④
人
員
整
理
手
続
の
合
理
性

　

�

の
四
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
か
を
充
分
に
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
特
に
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
を
し
て

い
る
か
が
重
要
で
す
。

⑵
　
労
働
時
間
管
理
と
労
務
管
理

　

�　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
従
業
員
に
出
社
を
求
め
ず
、
自
宅
で

テ
レ
ワ
ー
ク
を
さ
せ
た
り
、
時
間
外
、
休
日
労
働
を
命
ず

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

従
業
員
の
従
前
の
勤
務
条
件
・
労
働
条
件
を
変
更
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
従
前
と
異
な
る
勤
務
形
態
と
し
た
り
勤

務
時
間
を
変
更
す
る
必
要
性
、
対
象
業
務
、
対
象
と
な
る

従
業
員
の
範
囲
、
変
更
す
る
勤
務
の
具
体
的
形
態
、
就
労

時
間
等
を
明
確
に
示
し
て
説
明
し
、
従
業
員
の
理
解
と
納

得
を
得
た
上
で
業
務
命
令
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
場
合
に
は
、
特
に
従
業
員
の

労
働
時
間
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
把
握
す
る
か
が
重
要
で

す
。

⑶
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
業

　

�　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
従
業
員
に

対
し
一
時
休
業
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
雇
用

主
は
、
自
己
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
る
休
業
の
場
合

に
従
業
員
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
平
均
賃
金
の

60
％
以
上
の
手
当
て
（
労
働
基
準
法
第
26
条
）
の
支
払
業

務
は
免
れ
ま
す
（
民
法
第
５
３
６
条
第
1
項
）
が
、
従
業

員
の
生
活
保
証
の
見
地
か
ら
、
雇
用
調
整
助
成
金
及
び
休

業
支
援
金
の
支
給
手
続
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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Ｖ
ｉ
ｎ
Ｖ
ｉ
ｅ（
ヴ
ァ
ン
ヴ
ィ
）は
、
中
央

ア
ル
プ
ス
と
南
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
た
南
信

州
・
松
川
町
に
あ
る
、
シ
ー
ド
ル
・
ワ
イ
ン

の
醸
造
・
販
売
を
行
う
会
社
で
す
。

　

松
川
町
は
古
く
か
ら
果
樹
産
業
が
盛
ん
で
、

美
し
い
自
然
と
果
樹
園
が
広
が
る
、
温
か
く

人
に
優
し
い
気
候
風
土
と
独
特
の
食
文
化
を

持
つ
、
豊
か
な
里
山
地
域
で
す
。
私
は
27
年

前
に
松
川
町
の
り
ん
ご
農
家
に
嫁
い
で
、
3

人
の
男
の
子
の
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
農
作

業
や
直
売
所
の
接
客
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
自
農
園
の
直
売
所
で
、
委

託
醸
造
し
た
り
ん
ご
の
お
酒「
シ
ー
ド
ル
」を

売
る
免
許（
一
般
酒
類
小
売
業
免
許
）を
取
っ

た
の
が
、
Ｖ
ｉ
ｎ
Ｖ
ｉ
ｅ
を
設
立
す
る
き
っ

か
け
で
し
た
。
ま
だ
そ
の
当
時
は
、
シ
ー
ド

ル
が
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
う
し

た
ら
売
れ
る
の
か
、
仲
間
と
と
も
に
考
え
て

い
こ
う
と
、
町
内
で
販
売
免
許
を
取
得
し
た

５
軒
の
農
家
で
「
り
ん
ご
ワ
イ
ン
・
シ
ー
ド

ル
振
興
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
の
活

動
で
、
飲
み
比
べ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

り
、
首
都
圏
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
知
識
や
経
験
を
積

ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
６
年
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
で
行
わ
れ
た「
国
際
シ
ー
ド
ル
メ
ッ
セ
」に
、

松
川
町
の
代
表
の
ひ
と
り
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
り
ん
ご
の
産
地
で
は
、

日
常
の
中
に
当
た
り
前
に
シ
ー
ド
ル
が
あ
る

文
化
が
根
付
い
て
い
ま
す
。
松
川
町
で
も
そ

ん
な
風
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
、
委
託

醸
造
で
は
な
く
、
自
分
の
手
で
お
酒
を
つ
く

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
き
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
８
年
、
私
が
代
表
に
就
き
、

ぶ
ど
う
栽
培
・
醸
造
、
販
売
・
企
画
の
経
験

を
積
ん
だ
仲
間
、
り
ん
ご
栽
培
担
当
の
主
人

の
４
人
で
、
Ｖ
ｉ
ｎ
Ｖ
ｉ
ｅ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
2
年
後
の
２
０
２
０
年
４
月
に
は
醸

造
所
が
完
成
し
、
同
年
夏
か
ら
は
自
社
醸
造

が
始
ま
り
ま
し
た
。
り
ん
ご
を
は
じ
め
、
ナ

イ
ヤ
ガ
ラ
や
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
、
洋
梨
を
原

料
に
さ
ま
ざ
ま
な
果
実
酒
を
醸
造
し
ま
し
た
。

醸
造
所
に
併
設
す
る
シ
ョ
ッ
プ
＆
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
々
が
望
め
、
果
物
狩
り
や
キ
ャ
ン
プ
、
南

信
州
観
光
の
お
客
さ
ん
が
立
ち
寄
る
場
所
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
作
る
お
酒
は
、
飲
み
飽
き
な
い
、

飲
み
続
け
ら
れ
る
、
気
軽
に
毎
日
定
番
で
飲

み
た
く
な
る
こ
と
、
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
新
商

品
を
開
発
し
、
楽
し
い
企
画
を
お
客
様
と
共

に
楽
し
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
日
々
の
活

動
は
、
Ｆａ
ｃ
ｅ
ｂｏ
ｏ
ｋ
や
Ｉｎｓ
ｔａｇ
ｒａ
ｍ
、

Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔｅ
ｒ
な
ど
で
発
信
し
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
な
ど
果
樹
栽
培
は
、
天

候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
ん

な
時
お
酒
へ
の
加
工
と
い
う
選
択
が
あ
る
こ

と
で
、
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
け
る
産
業

と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
魅
力
的
な
お
酒
を
つ

く
り
続
け
ま
す
。

注目 Vol.128

この　に人
代表取締役　竹村　暢子さん

松川町商工会

VinVie松川町醸造所・ショップ

栽培担当
竹村さん

代表
竹村さん

醸造担当
竹村さん

営業担当
佐藤さん

美しい郷土に豊かな食文化を

株式会社 VinVie

330mlボトルで揃う、りんごのお酒（シードル）

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

株式会社 ＶinＶie
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臼
田
町
商
工
会
の
あ
る
佐
久
市
臼
田
は
佐

久
平
の
南
に
位
置
し
、
北
に
浅
間
山
、
南
に

八
ヶ
岳
を
望
み
、
中
央
を
千
曲
川
が
流
れ
、

東
は
群
馬
県
と
接
す
る
人
口
１
万
３
千
人
余

り
の
地
域
で
す
。

　

臼
田
地
域
の
観
光
拠
点
と
し
て
は
、
日
本

に
二
つ
し
か
な
い
五
角
形
の
洋
式
星
型
稜り
ょ
う
ほ堡

を
有
す
る
「
龍
岡
城
五
稜
郭
」、
直
径
64
ｍ
の

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
擁
し
て
惑
星
探
査
機

「
は
や
ぶ
さ
」
の
帰
還
に
も
貢
献
し
た
「
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
臼
田
宇
宙
空
間
観
測
所
」、
国
重
要
文

化
財
の
三
重
塔
と
東
本
社
を
持
つ
「
新
海
三

社
神
社
」、
国
土
地
理
院
の
調
査
で
特
定
さ

れ
た「
海
岸
線
か
ら
一
番
遠
い
地
点
」な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
「
龍
岡
城
五

稜
郭
」
は
、
幕
末
間
近
の

慶
応
３
年
に
龍
岡
藩
主
の

松
平
乗の
り
か
た謨
に
よ
り
築
城
さ

れ
ま
し
た
が
、
完
成
か
ら

わ
ず
か
４
年
後
の
明
治
４

年
、
廃
藩
置
県
と
廃
城
令

の
布
告
に
よ
り
石
垣
と
濠
、

建
物
の
一
部（
お
台
所
）を

残
し
て
全
て
払
下
げ
・
解

体
さ
れ
、
城
内
の
敷
地
は

学
校
と
し
て
長
く
使
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
佐
久
市
立
田
口

小
学
校
が
敷
地
内
に
あ
り

「
小
学
校
の
あ
る
国
指
定

史
跡
」
と
し
て
も
有
名
で

す
が
、
小
学
校
統
合
に
よ
り
令
和
５
年
３
月

で
閉
校
と
な
り
、
学
校
施
設
が
す
べ
て
撤
去

さ
れ
る
た
め
、
佐
久
市
教
育
委
員
会
で
は「
築

城
当
時
の
姿
に
近
づ
け
た
復
元
を
行
う
」
と

す
る
史
跡
整
備
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
も
残
る
城
跡
は
、
桜
の
季
節
に
な
る
と

幾
何
学
的
な
石
垣
と
濠
、
そ
し
て
石
垣
の
土

手
に
植
え
ら
れ
た
満
開
の
桜
が
見
事
な
バ
ラ

ン
ス
を
見
せ
、
多
く
の
写
真
愛
好
家
や
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
整
備
計
画
で
は
石
垣
保
護
の
た
め

に
桜
の
撤
去
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
残
念
な

が
ら
あ
と
数
年
し
か
桜
の
景
色
は
楽
し
め
ま

せ
ん
が
、
新
た
な
整
備
で
往
時
の
姿
を
取
り

戻
す「
龍
岡
城
五
稜
郭
」に
多
く
の
お
客
様
が

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

佐
久
市
臼
田
の
特
産
は
、
国
内
栽
培
発
祥

の
地
で
あ
る「
プ
ル
ー
ン
」や
、
ご
当
地
グ
ル

メ
の
鳥
料
理
「
む
し
り
」、
佐
久
地
域
13
蔵
の

う
ち
２
つ
の
酒
蔵
で
醸
さ
れ
る「
日
本
酒
」な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

中
で
も
鳥
料
理
の「
む
し
り
」は
臼
田
の
ソ

ウ
ル
フ
ー
ド
と
い
え
る
料
理
で
、
若
鶏
の
半

身
ま
た
は
も
も
肉
を
香
ば
し
く
調
理
し
た
も

の
。
地
区
内
の
４
店
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る

味
付
け
・
調
理
法
で
提
供
し
て
お
り
、
調
理

に
時
間
が
か
か
る
た
め
ご
予
約
い
た
だ
く
の

が
ベ
ス
ト
で
す
が
、
ぜ
ひ
皆
様
に
ご
賞
味
い

た
だ
き
た
い
逸
品
で
す
。

　

平
成
30
年
に
は
、
中
部
横
断
自
動
車
道
の

佐
久
臼
田
Ｉ
Ｃ
が
供
用
開
始
さ
れ
、
ア
ク
セ

ス
も
便
利
に
な
り
ま
し
た
の
で
車
で
気
軽
に

お
出
か
け
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
に
は
Ｊ
Ｒ
小
海
線
の
臼
田

駅
・
龍
岡
城
駅
・
青
沼
駅
が
あ
り
ま
す
の
で
、

高
原
列
車
で
の
ん
び
り
と
途
中
下
車
の
旅
も

楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
早
期
収
束
を
願
い
つ
つ
、
皆

様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
五
稜
郭
」の
ま
ち
を

の
ん
び
り
と

Vol.38
臼田町商工会

「龍岡城五稜郭」全景（写真提供：佐久市観光協会）

名物の鳥料理「むしり」

「龍岡城五稜郭」の桜（写真提供：佐久市観光協会）
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5万円

全国商工会会員福祉共済
あ な たも 家 族 もまるごと守る！ 頼 れる補 償 の

大切な、商工会会員の皆さま、だからこそ加入できる特別な制度です!

引受保険会社：東京海上日動火災保険株式会社　担当課：広域法人部法人第一課
東京都千代田区三番町6-4　TEL:03-3515-4147

取扱代理店：株式会社ふるさとサービス
東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館10F　TEL:03-3214-5710

2021年9月作成　21-TC04668

このチラシは福祉共済および東京海上日動火災保険（株）の団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）の概要についてご紹介したものです。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、ご加入の商工会までお問い合わせください。

共
済
金
額

がん診断
共済金

病気・けがの
入院共済金

（1日あたり）

がん入院
共済金

（1日あたり）

加入プラン

契約年齢

月払掛金 3,000円

満6歳～65歳

トータル「がん」プラン

100万円

5,000円
（1日～120日まで）

40万円～7.5万円

5万円

10,000円
（1日～無制限）

手術の種類により 40万円・20万円・10万円
（一部の放射線治療については

お支払いの対象となります）

手術の種類により

再発・転移

も安心

がんと診断確定されたとき、入院の有無に
かかわらず一時金として

お支払日数

無制限

305万円～5万円

通算支払

限度なし 1回のお支払いは
実費の半額程度と
なります。個人賠償責任保険金額

疾病入院共済金
（1日あたり）

加入プラン

共
済
金
額

「けが」の補償

契約年齢
満6歳～65歳

月払掛金

加入プラン

契約年齢

月払掛金2,000円

死亡共済金

1,000万円

800万円

400万円

後遺障害
共済金

1,000万円～10万円

800万円～8万円

手術の
種類により
手術共済金

20・10・5万円

入院共済金
（1日あたり）

8,000円
（1日目～1,000日目）

通院共済金
（1日あたり）

3,000円
（3日～100日目）

疾病入院
見舞金 5万円

天災
（地震・噴火・津波）

不慮の事故

交通事故

天災
（地震・噴火・津波）

不慮の事故

交通事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

天災
（地震・噴火・津波）

交通事故・
不慮の事故

疾病による継続した
30日以上の入院

400万円～4万円

10･5･2.5万円

4,000円
（1日目～1,000日目）

1,500円
（3日～100日目）

2,000円コース

満6歳～65歳

1,000円

5,000円
（1日～120日まで）

医療特約

305万円～5万円

「病気」の補償

傷害プラン

1回のお支払いは実費の
半額程度となります。

保険会社引受部分・団体総合生活保険（医療補償基本特約・がん補償基本特約）・総合生活保険（個人賠償責任補償）

「けが」の
補 償 「病気」の

補 償

トータル
「がん」補償 シンプル

「がん」補償

継続加入で75歳となった場合はシニ
ア傷害プランに自動的に移行します。

66歳となった場合はシ
ニア医療特約に自動的
に移行します。

66歳となった場合はシニアトー
タル「がん」プラン（6,000円）
に自動的に移行します。

3,000円

満6歳～65歳

シンプル「がん」プラン

66歳となった場合はシニアシン
プル「がん」プラン（6,000円）
に自動的に移行します。

毎月ご加入いただけます！！

共済（補償）期間

ご加入できる方
商工会の会員とその家族、会員の従業員とその家族、商工会・連合会の役職員とその家族で
あって健康な方が対象となります。

（「病気」の補償およびトータル「がん」補償・シンプル「がん」補償の場合、健康状態に関する告知義務があります。）
※ただし2021年11月1日時点での満年齢が満6歳以上満80歳以下（シニア医療特約・シニアトータル「がん」プラン・

シニアシンプル「がん」プランでは新規ご加入は満74歳以下）の方に限ります。
「家族」とは…①配偶者、父母、子　②同居かつ扶養している祖父母・兄弟姉妹・孫　③配偶者の父母　をいいます。
※万一、商工会からの脱退や退職等により、加入者資格を喪失した場合には、お手数ですが、ご加入の商工会

へご連絡くださいますようお願いいたします。

2021年11月1日午後4時から2022年11月1日午後4時まで
中途加入の場合、毎月1日午前0時から2022年11月1日午後4時まで

補償対象外

補償対象外

補償対象外

補償対象外

疾病手術共済金
＊2

＊1 ＊1 ＊1

がん手術
共済金

＊2

病気・けがの
手術

共済金

＊2

放射線治療共済金
＊2

放射線治療
共済金

＊2

重大手術
入院中

入院以外

20万円
5万円

2.5万円

＊3

重大手術
入院中

入院以外

20万円
5万円

2.5万円

＊3

先進医療共済金
＊3

先進医療
共済金

＊3

＊4

熱中症の補償

1事故 2億円限度

天災と同額の補償

（継続加入は満74歳まで）

シンプル「がん」プランは
高血圧・糖尿病・脂質異常症の
持病があっても加入できます!

※補償内容の詳細はパンフレットを参照してください。
※トータル「がん」、シンプル「がん」プランに新規ご加入の場合、共済期間の初日よりその

日を含めて90日（待機期間）を経過した日までにがんと診断確定された場合は、がん診断
共済金（がん手術共済金・がん入院共済金）はお支払いできません。（病気・けがの手術
共済金、入院共済金をお支払いできる場合があります。）

※同一事故において、がん手術共済金と病気・けがの手術共済金およびがん入院共
済金と病気・けがの入院共済金はそれぞれ重複してお支払いしません。

＊1 2021年11月1日時点の年齢をいいます。
＊2 手術・放射線治療の内容・種類によっては回数の制限があったり、お支払の対象

とならない場合があります。
＊3 対象となる重大手術・先進医療については、パンフレットの「補償のあらまし」をご

確認ください。
＊4 国外での事故の場合１事故1億円が限度額となります。

がん以外の

病気・けが
も対象

追加

※一部の商工会においては取り扱っていない場合があります。お問い合わせ・資料請求はご加入の商工会まで

トータル「がん」補償、「病気」の補償は
新型コロナウイルス

感染症も補償！


